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Q 2
過去に百日咳に罹ったことがありますが，DPTワクチンの接種はどうすればよいで

しょうか。

A

Q 1 DPTワクチンの接種対象年齢について教えてください。

DPTワクチンは，小児に対する定期接種ワクチンとして用いられています。１期の初回接種は20

日から56日までの間隔（いわゆる３～８週間間隔：参照p3）をおいて３回接種します（参照p34，3.予防

接種スケジュールの項）。接種対象年齢は生後３～90カ月（７歳半）までとなっていますが，標準的に生後

３～12カ月となっています。１期の追加接種は初回接種終了後６カ月以上の間隔があればよいことになっ

ていますが，標準的には，初回接種３回終了後12～18カ月です。通常，２期は11歳ないし12歳で行われ，

DTトキソイドが用いられます。平成19年（2007）からの年長児を中心とした百日咳の流行で，専門家を

中心に，平成20年（2008）から２期のＤＴトキソイドをDPTワクチンに変更する検討が始まっています。

A

平成20年（2008）３月21日の定期（一類疾病）の予防接種実施要領の改正で，DPTワクチンあ

るいはDTトキソイド（沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド）のいずれも定期接種として用いることがで

きるようになりました。ただし，同一種類のワクチンを必要回数接種することとされています。その理由と

して，初回接種の回数は，DPTワクチンを用いる場合は３回，DTトキソイドを用いる場合は２回と異なっ

ていますので，DPTワクチンとDTトキソイドを混在して初回接種を行うことはできません。百日咳の臨

床診断は難しい場合が多く，検査室診断で確認されていない場合は，明らかに罹患したと考えない方が良く，

百日咳の罹患の有無がはっきりしない場合については，DPTワクチンを用いて規定通りの接種を行います。

また，平成20年（2008）３月21日の定期（一類疾病）の予防接種実施要領の改正で，第１期の接種につい

ては，ジフテリア，百日咳，破傷風のいずれかの疾病に罹患していても，罹患していない疾病に対応するワ

クチン成分を含む混合ワクチンを使用することが可能となりました。すなわち，百日咳に罹患したことが

あっても，DPTワクチンを定期接種として接種することが可能となりました。


